
ここでは、預かり書についての解説をするとともに、例を示します。

１　預かり書の作成者
　　　支援計画と同様に、預かり書は利用者と実施社協とで作成できるとの考え方に立って、例を示しています。

実施社会福祉協議会が利用者から預かり、岡山県社会福祉協議会はそれを監督する立場にあること（契約書第１４条）がその理由です。

２　預かり書への署名
　　　岡山県では、利用者利便性を考慮し、契約書、支援計画書については記名捺印を認めています。しかし、預かり書に関してのみは署名捺印としています。

預かり書においてはどのような書類等を預かっているのかを示しており、預けた、預かっていないなどの契約書の内容のなかでももっともトラブルが発生しやすい部分であると考えられます。

　　　そこで、本人が確かに確認しているということを証明するためにも預かり書は署名捺印とすることとしました。

預 か り 書 の 例

預 か り 書

（利用者）は、（実施社会福祉協議会）に対して、福祉サービス利用援助契約（平成○年○月○日作成）にもとづいて、後記の書類とはんこを（実施社会福祉協議会）に預け、（実施社会福祉協議会）は受け取りました。

　なお、後記の書類とはんこについては、福祉サービス利用援助契約第９条にもとづき、取り扱います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○年○月○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（利用者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実施社会福祉協議会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長名　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

記

１．書類

	種　類
	書類を特定する事項
	書類の数

	(1)
	総合口座通帳
	金融機関・支店名：○○銀行○○支店

預金の種類：普通

口座番号：１２３４５６

口座名義：○○○○
	１通

	(2)
	定期預金通帳
	金融機関・支店名：○○銀行○○支店

口座番号：６５４３２１

口座名義：○○○○
	

	(3)
	印鑑登録証
	交付者：○○市長

登録番号：１２３４５６
	


２．はんこ

	種　類
	印　影
	備　考

	実印
	
	

	銀行印
	
	○○銀行に届けた印
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